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1. はじめに 

データ駆動型社会において，データサイエン

ス（以下，ＤＳ）は科学と産業に変革をもたら

す分野として浮上し，ＤＳ人材の育成が喫緊の

課題となっている．政府ＡＩ戦略 2019 の中では，

大学・高専向けの取組みとして，数理・ＤＳ・

ＡＩに関する知識・技能は，デジタル社会のい

わゆる「読み・書き・そろばん」的な素養と位

置付けられており，より多くの学生を対象とし

た全学的な取組の下で，体系的な教育課程によ

り数理・ＤＳ・ＡＩに関する基礎的な能力を修

得することが示されている．また文部科学省も

国際的に活躍し得る科学技術人材などの育成の

ために，文理問わず数理・ＤＳ・ＡＩに関する

知識及び技術について体系的な教育を行うプロ

グラム（MDASH-Literacy）の認定推奨が進めて

いる．これを受けて本学では，学長プロジェク

トとして「データサイエンス教育プロジェクト」

を発足させ，ＤＳ教育を全学横断的に実施する

ためのカリキュラムを作成した．令和４年度よ

り全学生を対象としたＤＳ教育プログラムをス

タートし，ＤＳ教育科目の授業実践に取り組ん

でいる． 

表 1は、本学現在で実施されているＤＳ教育プ

ログラムのカリキュラム科目群を示す．私立文

系大学の特徴を配慮し、カリキュラム科目構成

は，知識やスキルは難易度より階層的に三つの

領域から構成されている．領域Ⅰ：基礎統計学

とその活用；領域Ⅱ：ＩＣＴ活用とデータサイ

エンス入門；領域Ⅲ：プログラミング技術やＡ

Ｉの基礎，ＤＳ実践演習などそれぞれの内容と

なっている．カリキュラム設計方針として，学

内の教育資源を十分に配慮し，既存科目を生か

しながら新しい科目を加えた設計とした． 

 本稿では，これら科目のうち，筆者が 2022 年

度後期に担当した領域Ⅱにある「データサイエ

ンス」科目，オンデマンド方式による実施にあ

たって，そのシラバス設計，コンテンツ作成，

実施状況及び評価について報告する． 

 

 

 

 

 
表１ データサイエンス教育カリキュラムの科目 

 科目名 履修時期 単位 

領域 
I 

基礎統計学 A 1 年 (春) 2 
基礎統計学 B 2 年 (春) 2 
リサーチ入門 1 年 (秋) 1 

領域
II 

ICT リテラシー 1 年 (春) 2 
ICT 活用 A 1 年 (秋) 2 
データサイエンス 2 年(春) 2 

領域 
III 

データサイエンス論 2 年 (春) 2 
データサイエンス演習 2 年 (秋) 2 
人工知能基礎 2 年 (秋) 2 

 

2. 科目概要 

科目「データサイエンス」はＤＳ入門レベル

の科目で，「数理・ＤＳ教育強化拠点コンソー

シアム」数理・ＤＳ・ＡＩ（リテラシーレベル）

モデルカリキュラム～データ思考の涵養」に基

づいてシラバスを構成した．教材は同コンソー

シアムが推薦の『教養としてのデータサイエン

ス』（北川源四郎／竹村彰通・編，講談社）と

いう教科書を採用した．内三分之二強は知識伝

授型，三分之一弱はデータ扱う演習の内容とな

っている．同科目は本学の基盤科目として位置

付けており，全学生履修対象となっている．経

営・社会・教育・英コミ学科は春学期対面型授

業による実施，看護・心理・観光学科などでは，

秋学期オンデマンド型授業の実施となった． 

ＤＳはビッグデータおよび計算技術に依存し、

帰納的手法に基づく学問分野である。入門教育

とは言え、従来からの統計学と情報科学の二つ

の分野を融合し，ビッグデータを取り扱うＡＩ

や機械学習技術の基礎知識も取り入れる必要が

ある．教科書はこれらの知識・スキルをリテラ

シーレベルでうまく扱っている．授業内容は，

大きく「導入」「基礎」「心得」の三つの部分

に分類し順に進めていく．導入部では，社会で

おきている変化，データ・ＡＩ利活用のための

技術；基礎部では，データリテラシー，ＤＳの

基本手法について；心得部では， ＥＬＳＩ，一

般データ保護規則ＧＤＰＲ，データ・ＡＩを扱

う上での留意事項として、またデータを守る上

での留意事項として、ＤＳにおけるセキュリテ

ィとプライバシーなどについて学習する． 

Copyright     2023 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.4-289

4F-04

情報処理学会第85回全国大会



3. オンデマンド型授業設計 

今全国各大学が盛んに数理・ＤＳ・ＡＩ教育

コンソーシアムのカリキュラムに従い教育を展

開しているが，ＤＳ入門科目の設置過程におい

て，学生の高校での数学・情報の学習歴を十分

に考慮したとは言い難い．本実践は基本的に教

科書の内容に沿って作成するが，時にそれを詳

細に精査し，取捨してコンテンツ制作を行って

いる．授業各回の実施内容の詳細は表２に示す． 
表２ 授業各回の実施内容 

授業回数 授業内容 アセスメント 
第１回 イントロダクション 関連アンケート 
第２回 社会で起きている変化 1 小テスト・課題 
第３回 社会で起きている変化 2 小テスト・課題 
第４回 活用されているデータ 小テスト・課題 
第５回 データと AI の活用領域 小テスト・課題 
第６回 データ・AI 活用技術 1 小テスト・課題 
第７回 データ・AI 活用技術 2 小テスト・課題 
第８回 データ・AI 活用の現場 中間テスト 
第９回 データ・AI 利用新動向 小テスト・課題 
第１０回 データを読む 演習課題１ 
第１１回 データを説明する 演習課題２ 
第１２回 データを扱う 演習課題３ 
第１３回 データ・AI を扱う上で

の留意事項 小テスト・課題 

第１４回 データを守る上での留

意事項 小テスト・課題 

第１５回 学習振り返りとまとめ 関連アンケート 
 

オンデマンド型授業設計では，１）学習主題

に関する講義内容のスライド資料を作成（ＰＤ

Ｆ配布）する；２）スライド資料に基づいて解

説を加えて音声（ＡＩ音）付動画形式を生成し，

ストリーム形で配信・視聴する；３）各回の学

習内容に関連して，小テスト問題を 10 問用意し，

2 回実施する．1 回目は学習前の予習として実施，

2 回目は動画視聴の後に理解度確認のため再度実

施（ただし問題の順番はランダムに）；４）理

解を深めさせるために，課外学習時間に小レポ

ートや振り返りワークを課す．５）学習者のコ

ミュニケーションや自他の考えを対比させるた

めにオンライン Q＆A 掲示板を設けてある．また，

質問応答は学習支援オフィスアワーおよびメー

ルで対応する．図１は本実践における各回の構

成詳細を示す． 
 

4. 授業実践及び問題点  

オンデマンド授業の実施プラットホームとして，

学習ＬＭＳは WebClass，動画配信はMS-Streamを

利用している．本実践は，本学におけるオンデ

マンド型授業の初試みになるので，教える側も

学ぶ側も不安ながらのスタートとなった. 

 
図１ オンデマンド型授業の構成設計 

 
このため，第１回目のイントロダクションは対

面による説明の形で行った．履修者の参加数少

なかった．実施内容はオンデマンド型授業の受

講の仕方に関する説明，関連アンケートではＤ

Ｓ用語の理解・ＤＳに対する態度，ＤＳに関わ

る知識の事前テストを行った．その後週ごとに

毎回の内容を開示し，履修者が好きな時間に好

きな場所での学習に任せる．課題などは小刻み

に形成的評価をし，週一度リマインドメールで

進捗具合や学習の促進呼びかけをしている．し

かし，履修の進捗状況は思うように行かず，Q＆

A 掲示板の使用文化も形成せず，学習者への促進

手段も乏しいなどの問題に直面している．学習

データに基づく分析に関してここで割愛する． 
 
5. おわりに 

本稿ではＤＳ教育におけるオンデマンド型授業

実践科目「データサイエンス」の授業概要やオ

ンデマンド型授業設計について述べた．授業は

本年度秋学期となっており、現在進行中である．

本カリキュラムにおける学習者の学習データに

基づく分析や教育効果，そして全体評価などに

関して，本稿執筆時点では完了していない。今

後の課題としては，本実践の全体を評価し，コ

ンテンツの見直や授業内容の改良など行い，Ｄ

Ｓ教育プログラムのほかの科目との連携も充実

することで，次年度でより質の高いＤＳ教育実

施へつながると考えられる． 
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